いこと、 スリルな こと、 風土 的 エキゾチシズムが 主要 

な 部分で はない。 

今日の 所謂 戦線 ル ポルタ— ジュに は、 何となく ただ 

眼 をう ごかして 外側に ある 物事 を 見る にせ わしい 作家 

達の 態度が 映って いる。 「こわい もの 見た さとい うか、 

男の 虚栄心 からか」 (林 氏. 上海 戦線) 前線へ も ゆきた 

がる 作家 を、 陸軍の 従軍 報道 班の 人々 は 忍耐 を もって、 

適当に 案内し、 見聞 させ 「戦争が その 姿 を あらわして 

来た」 と 亢奮 を も 味わせ ている。 軍人 は 戦い、 そして 

勝たなければ ならない という 明瞭な 目的に よ つ て 貫か 

れ ている。 居留民 は そこにお ける 地位、 財産 を 守ろう 
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